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 ミヒェル氏提出の学位請求論文の審査会は、学内委員 4 名（各自の専門は日欧文化交流史、
日本近世史、ヨーロッパ中近世史、ヨーロッパ・メディア史）と日本医史学を専門とする学外



















方の 1636・39 年版と一致する点の多いことを指摘した。 
７．蘭館日誌に基づき、高級武士が積極的に求めた西洋医学の知識、薬物、医療器具につ 




  書の流布から否定した。 
10．儒医向井元升についてシャムベルゲルとの関係を蘭館日誌から明らかにし、さらにド 
イツ人蘭館医ハンス・ユリアン・ハンケの業績も明らかにした。 
11. 内容の検討によって、従来は紅毛流外科と言われていたものが南蛮流外科であり、また   
逆に南蛮流外科と言われていたものが紅毛流外科であったことも明らかにした。 
12. 金瘡と南蛮流外科との関係に注目し、両者が関連すること、金瘡医山本玄仙の『万外 
  集要』（1619 年）は和・漢・南蛮の折衷的なものであったことを明らかにした。 
13. 南蛮流外科はキリスト教禁止後も存続して、長崎歴史文化博物館蔵の『外科之書』（1664 
年）が最後のものであったことを明らかにした。 






３．Schamberger ではなくて、当時の文献にしばしば Schamberg と印刷されていること 
の説明がない。 
４．「ハルスヲンド」のハルスをオランダ語の hart ではなく、ドイツ語の Herz と解する 
ことには無理がある。 
５．カスパル流外科の伝播は一様ではないので、時代別の性格づけを行うべきではないか。 
６．カスパル流外科の標榜は単なる権威づけを目的としている場合もあったのではないか。 
 しかしながら審査委員会は、上記のような否定的な評価や説明・考察不足は本論文の本質的
な価値を決して損なうものではなく、本論文が蘭医学史の研究に大いに寄与するものであると
判断し、当研究科申し合わせの「博士論文の審査基準」に合致することを確認して、「博士（文
化科学）」の学位を認定するに値するとの合意に達した。 
  
 
 
